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≪千野製作所≫1-1-25~26

シーケンスプログラマ≪安川電機製作所≫・1-1-27

東海電機のプログラム制御装置

≪東海電機≫1-1-28~29

連続測定レベルコントロ―ラーTAL

EC70・・・・≪竹本電機計器≫・1-1-30

A.N.レギュレーター・≪天野製作所≫・1-1-31

流量制御の自動化・・・≪日東精工≫・1-1-32

1-2検出・変換機器

検出機器

SZ-69超音波式流量測定装置

≪沖電気工業≫・1-2-1

トキコルーツ流量計・・≪トキコ≫・1-2-2

カワキの流量計・≪カワキ計測工業所≫・1-2-3

電子式自動平衡計ETシリーズ

≪千野製作所≫・1-2-4

厚み計.・・・≪安立電気≫・1-2-5

温度計.・.・・≪日機装≫1-2-6~7

サーモコアックス

≪日本フィリップス製品販売≫・1-2-8

AUTODETECTOR

≪冨士電子工業≫.1-2-9

ディジタル検出器≪オリンパス光学工業≫・1-2-10

SR-300・MS-200シリーズ

≪三橋製作所≫1-2・-11~12

日黒電波の自動ひずみ率計

≪目黒電波測器≫・1-2-13

リニアの差動トランス.デジタル変位

計・・・・・.≪リニア≫・1-2-14

無接触式赤外線温度計

≪サザーランド.カンパニー≫・1-2-15

サムタクセンサーSH-D・サムタクハ

イパルサーRFC・・≪サムタク≫・1-2-16

ディジボル・・・≪岡谷電機産業≫・1-2-17

フロートスイッチ.ロータリーソレノ

イド・・・・・≪扶桑電工≫・1-2-18

フロ―ト式レベルスイッチ≪東器産業≫・1-2-19

BP-F8型圧力真空スイッチ

≪アクト電機工業≫・1-2-20

レベルスイッチ.レベルコントロ―ラ

≪桜測器≫・1-2-21



ニシノ圧力スイッチME-2・NS-2

≪西野製作所≫・1-2-22

サーミスタ計測器・・・≪宝工業≫・1-2-23

サーミスタ計測器≪日本文化工業研究所≫・1-2-24

インパクトライン流量計・≪三協電業≫・1-2-25

鋼管継守・集中警報表示装置・・・・1-2-26

精密圧力スイッチ・ハーメチックシー

ル.ドリレー●●●●●●.・1-2-27

≪三興自動機器≫1-2-26~27

MESはかり・・・・≪三菱製鋼≫・1-2-28

変換機器

光電式ロータリーエンコーダ

≪日本光学工業≫・1-2-29

1-3電気的要素

回路部品

MICROSWICH

≪山武ノヽネウェル≫・1-3-1

0MRONオートメパーツ・≪立石電機≫1-3-2~3

ナショナルオートパーツ.≪松下電工≫l-3-4~6

ユニットリレーベース

≪日本電機制御製作所≫.1-3-7

リードスイッチ・・≪日本ハムリン≫・1-3-8

リミットスイッチ・タッチスイッチ

≪安川電機製作所≫.1-3-9

近接スイッチHS型

≪東海オートメーション≫・1-3-10

リードリレー≪日本オートメーション≫・1-3-11

ソレノイド.リレー・≪谷貝製作所≫・1-3-12

強圧式メーターリレー.・≪東洋計器≫・1-3-13

無接点メーターリレー≪鶴賀電機製作所≫・1-3-14

メーターリレー.・≪ヒラヰ電計機≫・1-3-15

無接点制御リレー..・≪奥井電機≫・1-3-16

低圧電磁接触器・制御用電磁継電器

≪安川電機製作所≫・1-3-17

電子制御部品・・・≪光洋電子工業≫1-3-18~21

半導体小型圧力/荷重変換器.増幅器

高精度スイッチ類・・≪豊田工機≫・1-3-22

トリムポット・・・≪村田製作所≫・1-3-23

マジックアイ・・・・≪東洋電機≫・1-3-24

FUJI光電リレー・≪冨士電子工業≫.1-3-25

高信頼性コネクタおよびポテンショメ

ータ.・・・≪第一電子工業≫l-3-26~27

配線器具・.・・・≪明工社≫・1-3-28

オジデンフットスイッチ≪大阪自動電機≫・1-3-29

バットコンタクト形手動開閉器その他

≪中村電機製作所≫・1-3-30

増幅器

AMPET(DCオペレーショナル

アンプ)・・≪アイコーデンキ≫.1-3-31

ユニット型万能フィルタ・≪電子測器≫.1-3-32

演算増幅器.・・・≪アナ

ログデバイセズインコーポレーテッド≫・1-3-33

位相判別機・サーボ増幅器・リレー増

幅器.・・.≪日本電気精器≫l-3-34~35

表示素子

螢光文字表示管ITRON≪伊勢電子工業≫・1-3-36

NDC投影式記号表示器・≪日進電波≫・1-3-37

ホクヨーオートマチック・≪北陽電機≫.1-3-38

カウンターおよび分類集計器≪秀工舎≫・・1-3-39

デジタルカウンタ・≪田村電機製作所≫l-3-40~41

PM-4000シリーズ/デイジタルパネ

ルメータ.・・・≪シバソク≫・1-3-42

ディジタル・プリンター

≪青葉精機製作所≫.1-3-43

電磁10進計数器ユニット・表示式表示

器・・・・・・≪日本電波≫・1-3-44

モザイクパネル・≪ケーシーシー商会≫・1-3-45

電源機器

摺動型自動電圧調整器スタボル・・・・1-3-46



磁気増幅器型自動電圧調整器スタポル・・1-3-47

≪松永製作所≫1-3-46~47

タイセイコンフレッカー・≪大成電機≫.1-3-48

電気的操作機器

ステッピングモーター・・≪山洋電気≫・1-3-49

安川はん用可変速駆動シリーズ

≪安川電機製作所≫・1-3-50

周波数サーボモーター.・・≪東

京マイクロモーター≫(古市製作所≫・1-3-51

ＡCサーボモータ・・≪コパル電子≫・1-3-52

ノリレスモーター.タイミングモーター

≪日本パルスモーター≫・1-3-53

シリーズ50ステッピングモータ

≪新電元工業≫1-3-54~55

23PMステッピングモータ.シンクロ

ナスモータ.●●●●●●●1-3-56

RＡPIDSYNステッピングモー

ターとドライバー・・・・・・1-3-57

≪旭日興産≫≪アストロシン≫1-3-56~57

サーボモータ.パルスモータ・電子制

御モータ・ポテンショモータ

≪日本サーボ≫1-3-58~59

安川ブレーキモータシリーズ

≪安川電機製作所≫.1-3-60

トルクモータ.タコ.ゼネ

≪藤井精密回転機製作所≫・1-3-61

電磁クラッチ・ブレーキ・≪神鋼電機≫1-3-62~63

小型直流電動機NDシリ-ズ

≪日本電気精器≫・1-3-64

クラッチおよびブレーキ・≪友信≫・1-3-65

ＡCDCソレノイド.フォートエレク

トリック.リレー・≪マルハ電機≫・1-3-66

新電元ロータリソレノイド≪富士電業≫・1-3-67

1-4機械的要素

シンポの省力機器・≪シンポエ業≫・1-4-1

サカイの無段変速機・≪酒井製作所≫・1-4-2

HEYNＡU社小型精密無段変速機

≪新田べルト≫.1-4-3

ウォーム減速機・≪シンコー製作所≫・1-4-4

オートギアシリーズ・≪岡田省力技研≫・1-4-5

ロータリー.インデックス.テーブル

≪薫技術社≫・1-4一6

1-5油・空圧要素

マロール油圧式遠隔操作装置P-M型

≪王子精機工業≫・1-5-1

油圧パワーユニット

≪神戸オートマチック工業≫・1-5-2

電気一油圧自動制御器サーポ弁

≪野崎産業≫≪日本ムーグ≫・1-5-3

東和精機各種ノリレブ・・≪東和精器≫・1-5-4

油圧用ソレノイドノリレプ≪東海油機工業≫・1-5-5

TＡCエアノリレブライン.・.・・1-5-6

コガネイーハンフリーの空気圧機器・..1-5-8

ノリレパックシリンダ.ノリレパックミニ

シリンダ・・・.・1-5-11

セレクトーＡ-ガウント・・・.・1-5-12

≪小金井製作所≫1-5-6~12

油圧シリンダ・・・≪奥村内燃機≫.1-5=13

甲南の電磁弁とエアシリンダ≪甲南電機≫1-5-14~15

油圧シリンダー.・・≪杉本鉄工≫・1-5-16

電磁弁・シリンダリレプリケーション

ユニット.・・.≪中京電機≫・1-5-17

太陽鉄工のシリンダシリーズ≪太陽鉄工≫・1-5-18

ニスコン空気圧機器・・≪日本精器≫・1-5-19

トルクアクチュエーター.トリコロー

ル・.≪トリコロール≫≪京二機工≫.1-5-20

マロールベーンポンプ.≪王子精機工業≫・1-5-21



可変吐量型ベーンポンプ

≪コーシン.ラシン≫.1-5-22

ハナツカステンレスポンプ≪花塚製作所≫・1-5-23

ニューフロージクス・.・.・1-5-24

ハイテーブル・・.・・・.・1-5-26

≪黒田精工≫1-5-24~26

TKKフルイデクス・デジタル圧力計

≪東京航空計器≫・1-5-27

CORNING社製純流体素子≪旭硝子≫・1-5-28

ノルグレンフルイディクス

≪東京オートマチックコントロール≫・1-5-29

液材の高圧圧送システム≪山田油機製造≫1-5-30~31

フルイディクバッチカウンタ.・.・1-5-32

フルイディクデジタルプロセスコント

ローラーFC-IOOA・・.・・.1-5-33

≪オーバル機器工業≫1-5-32~33

ニューサーキットパネル・≪ブリヂス

トンインペリアルイーストマン≫・1-5-34

デュアルコントロール方式≪加地鉄工所≫・1ー5-35

サクションサイレンサー

≪愛晃コンプレッサー≫・1-5-36

1-6制御弁

NV9200ゲージ型複座弁

≪山武ハネウェル≫・1-6-1

電磁弁VST-I型.PST-4型

≪ベン≫・1-6-2

ニチデン電磁弁≪日電工業≫≪日電商事≫・1-6-3

ニトルク電動弁.・≪奥村製作所≫・1-6-4

TL-V電動ボールバルブ≪藤原製作所≫・1ー6-5

サスボールバルブ・・.・・・・1-6-6

自動ボールバルブ・・・・・・・1-6-7

≪北村バルブ製造≫1-6-6~7

西部バルブコントロール≪西部電機工業≫・1-6-8

大口径ガス遮断弁・≪西日本設計工業≫・1-6-9

定流量弁・・・≪京浜精機製作所≫・1-6-10

2.マテリアルズ・ハンドリング設備と機械

2-1搬送機械と装置

コンベヤー(粉・粒体.流体の取扱い装置)

各種コンベヤー装置および自動機器

≪三芝工業≫・2-1-1

斜行ベルト式区分機・・≪第一工業≫・2-1--2

ライトベヤー・・・≪泉谷鉄工所≫・2-1-3

サンドピック磁気記憶式自動配分コン

ベヤ・≪サンドピック.ファー.イー

スト.リミテッド・エービー日本支社≫・2-1-4

モーターローラー・・≪東京電機製造≫・2-1-5

ラピスタン・ソーテーション

≪トーヨーカネツ≫・2-1-6

DK-TKVロングパンコンベヤーシ

ステム・・・・.≪大同工業≫・2-1-7

パレットAPCコンベヤー・・・・.2-1-8

グラビティーコンベヤー.・.・・2-1-9

≪トーヨーカネツ≫2-1-8~9

テイベヤー・・・≪マルヤス機械≫・2-1-10

YAMATO-HAPMANチューブ

ラコンベヤ・・・≪山本工作所≫・2-1-11

サンワローラー・・・≪三和工機≫.・2-1-12

ラウンドコンベヤー≪江沼チェン製作所≫・2-1-13

つばきオーラン.システム

≪椿本チェイン≫・2-1-14

MKCグラビティーコンベヤー

≪三鈴工機≫・2-1-15

各種コンベヤならびに省力化機器設計

製作・.・≪三和コンベア≫・2-1-16

大峰チップコンベヤ・・≪大峰工業≫・2-1-17

ポータブルスタッカー・シリコン

≪マルヤス機械≫・2-1-18



アイビーコンベヤー・≪西村鉄工所≫.2-1-19

伸縮.回転自在ベルトコンベヤ

≪西部扶桑機工≫2-1-20~21

岡部式自動調整キャリア・リタン

≪岡部機械工業≫・2-1-22

振動コンベヤ・・・・≪神鋼電鉄≫パ2-1-23

チューブラコンベア・スクリューコン

ベアー・・・・≪共立産業≫・2-1-24

ニュ―マチックコンベヤー

≪西村鉄械製作所≫・2-1-25

ハイフローニューマ≪デンカエンジニアリング≫2-l-26~27

デジタル・ブレンディング用.コン

スタントフィードウェヤPBE-3

P型.・・・・≪大和製衡≫・2-1-28

マルサンオートマチックバッチャー

≪マルサンオートスケール≫・2-1-29

食品原料・飼料バラ扱自動化設備

≪東京製粉機製作所≫・2-1-30

流体の移送と供給・・≪日本グレイ≫2-1-31~34

WABE-I自動配合秤量制御装置

≪大崎電気工業≫・2-1-35

O.T.C型自動計量設定制御装置

岐近江度量衡≫・2-1-36

超音波自動制御装置SONACおよび

コンベヤウェイヤー≪日新電子工業≫・2-1-37

シンプレックス高圧ホースN2チュー

ブ●●.●●≪ニッタ

.ムアー.カンパニー≫≪新田ベルト≫・2-1-38

リングロ―ダー・・≪セイコー機械≫・2-1-39

攬拌装置ラインミキサー

≪佐竹化学機械工業≫・2-1-40

エコン竪型ミキサー.≪エコンエ業≫・2-1-41

クレーン

各種走行クレーン.・≪宮地鉄工所≫2-l-42~43

キトー走行クレーン・・≪キトー≫・2-1-44

土谷のクレーン

≪土谷製作所≫≪土谷産業≫・2-1-45

オカザキOUMクレーン・モノガータク

レーン・スタッククレーン≪岡崎工業≫2-1-46~48

L型ゴライヤス.クレーン≪吉田鉄工所≫・2-1-49

タダノ油圧クレーン・≪多田野鉄工所≫2-1-50~51

アンリツクレーンテレコン≪,安立電気≫2-l-52~53

ニチホプレハプクレーン.走行ジブク

レーン・.・・≪日本ホイスト≫.2-1-54

新光クレーン・・・・≪新光産業≫・2-1-55

リフティングマグネット・≪三菱製鋼≫・2-1-56

神鋼リフマグ..●.●●2-1-57

神鋼バキューリフト・・.・・・2-1-58

≪神鋼電機≫2-1-57~59

電気チェンブロック.電気トロリ

≪キトー≫.2-1-60

カミウチのホイストクレーン

≪神内電機製作所≫・2-1-61

東洋のホイストクレーン・サドルユニ

ット・・・・≪東洋ホイスト≫・2-1-62

起重機用集電装置.≪朝日電機製作所≫・2-1-63

クラブセンターマーカー≪富士塗油器≫・2-1-64

MTc形無衝撃電動走行装置

≪西部電機工業≫・2-1-65

フオークリフト

ニッサンフォークリフト≪日産自動車≫2-l-66~68

住友エールフォークリフト・・≪住

友重機械建機販売≫≪住友重機械工業≫・2-1-69

神鋼エレクター.・・.・・.2-1-70

神鋼リーチフォーク・.・・・・2-1-71

≪神鋼電機≫2-1-70~71

FG20Ⅲフォークリフト・・・・・2-1-72

TcMフォークリフト●●.●●・2-1-73

≪東洋運搬鉄≫≪東洋運搬機販売≫2-l-72~73



ニチユプラッターおよびハイトロン

≪、日本輸送機≫・2-L-74

トヨタフォークリフト700KG≪豊

田織機製作所≫≪トヨタ自動車販売≫・2-1-75

キャッチパレトラック≪をくだ屋技研≫.2-1-76

MICハンドパレットトラック≪末

広車輛製作所≫≪東京末広車輛製作所≫・2-1-77

気送管

気送管設備・ケースコンベヤ・ホック

スコンベヤ・・≪日ケ本シーメンス≫2-1-78~79

気送管設備の搬送例・≪上野製作所≫2-1-80~81

エアーシューター気送管設備

≪日本本アーシューター≫2-1-82~83

その他.

日藤のターンテーブル.・≪日藤鋼業≫・2-1-84

アント15型車両移動機・≪アントエ業≫.2-1-85

マグネットの応用機器.・≪日新精工≫・2-1-86

ニシムラハンドダンプター・ニシムラ

油圧式ダンパーキャリエース

≪西村鉄工所≫・2-1-87

2-2保管・倉庫設備

自動倉庫

三菱ラックシステム・・≪三機工業≫・2-2-1

立体自動倉庫システム・≪川崎重工業≫2-2-2~3

オカムラワークストレージシステム

≪岡村製作所≫-2-2-4~5

スカイラックシステム

≪日本ファイリング≫2-2-6~7

ヴィドマーマルチ・ラック.ストラク

チュア≪村田ヴィドマー≫2-2-8~9

スピードラック.ラックビル.ラック

マスターシステム・・≪大福機工≫2-2-10~11

IHIオートスタック.ビル

≪石川島播磨重工業≫2-2-12~14

オート.ホイーラー・ラック

≪日本荷役用品≫・2-2-15

オートストアーシステムKYシリーズ・・2-2-16

キトーモノリフトプラン.・・・・2-2-17

≪キトー≫2-2-16~17

西部立体自動倉庫・.≪西部電機工業≫・2-2-18

ラック

ダイラック(中二階)・・≪大阪金具≫・2-2-19

エコノミーフロアー.ミニフロアー・・・2-2-20

ウルトーラック・・.●●●・2-2-21

≪旭洋物産≫2-2-20-21

トーヨーのケーブルラック

≪東洋金属工業≫・2-2-24

イトーキヤハクラック・・・.・・2-2-22

中量ラックML・・・・・・・2-2-23

≪イトーキ≫2-2-22~23

屋根付組立式パイプラック

≪城北機械製作所≫・2-2-25

キャビネット

ヴィドマーツールキャビネット

≪村田ヴィドマー≫.2-2-26

コご具部品管理機器・・≪ホリー販売≫・2-2-27

工具キャビネット・.・≪イトーキ≫2-2-28~29

物品棚

ニッキンのスチール棚・≪日本金属精工≫.・2-2-30

ヴィドマーラック・≪村田ヴィドマー≫.2-2-31

クマヒラのスチール物品棚≪熊平製作所≫2-2-32~33

スタッカークレーン

ダイヤのスタッカークレーン

≪ダイヤ機械≫・2-2-34

スタッキングクレーン・≪大和鉄工所≫.2-2-35

垂直コンベヤエレクター≪日本荷役用品≫・2-2-36

ヤスヰカムスタック・≪ヤスヰ産業≫・2-2-37

スタッカー(リボルベーダー)

≪洲崎電機製作所≫.2-2-38



コンベレータ..≪不二輸送機工業≫・2-2-39

HKSバーチレーター・・≪北商≫・2-2-40

フロアーリフト・・・≪北川精機≫・2-2-41

デブリフト・.・・≪三和機材≫・2-2-42

カワムラのテーブルリフト・ビッグジ

ョーリフト・・・・≪川村産業≫・2-2-43

折りたたみ式ボックス.・・・・.2-2-44

重量物運搬用器トピーボックス.・・・2-2-45

≪トピーエ業≫2-2-44~45

ジャバラハウスM3・≪太陽工業≫・2-2-46

2-3ハンドリング装置

工業用ロボット

AIDAオートハンド

≪アイダエンジニアリング≫・2-3-1

モードアーム.モートフィンガ・・・.2-3-2

ノヽンドリング装置●●●●●●・2-3-3

≪安川電機製作所≫2-3-2~3

電動ハンド・・・≪富士電機製造≫2-3-4~5

汎用工業用ロボット川崎ユニメート

≪川崎重工業≫2-3-6~7

トランサー・・.・≪東芝精機≫・2-3-8

NICHINANHANDN25

≪日南産業≫・2-3-9

ハイメイト・・・・≪黒田精工≫2-3-10~11

マトバックIRA-50.・≪東京計器≫.2-3-12

神鋼システムハンド・・≪神鋼電機≫・2-3-13

タイポットN25・・・≪太陽鉄工≫・2-3-14

モリタワークメイト.≪森田銭工所≫・2-一3-15

ロボット・アルマート・REシリーズ

≪三井物産≫≪昭和空圧機工業≫・2-3-16

簡易型工業用ロボット≪三菱商事≫≪三洋機工≫2-3-17

スギノハンドメイト・・.・・・2-3-18

スギノセルフィーダ・.・・・・2-3-19

≪スギノマシン≫2-3-18~19

射出成形機用自動取出装置

≪大日本機械工業≫・2-3-20

成型品自動取出装置≪シマーゲンエ業≫・2-3-21

バランスマスター・..≪蝶理≫・2-3-22

工作機械用ロボットR-5型≪管鉄工所≫・2-3-23

オートマン(自動移載装置)・≪三機工業≫・2-3-24

供給装置

ねじ自動供給装置ねじ締め機≪日東精工≫・2-3-25

プレス省力化機器・≪双葉電子工業≫2-3-26~27

自動供給装置.自動組立機・≪東亜興産≫・2-3-28

シートフィーダs・高速フィーダFX

-2・・・..≪理工機械≫・2-3-29

パーツフィーダ.・・≪神鋼電機≫・2-3-30

パーツフィーダ・≪日東電機製作所≫.2-3-31

マシックロ―ダーML1000C

≪伊達鉄工所≫・2-3-32

富士の自動盤・自動給材機.≪富士精機≫・2-3-33

イケヤの木工用自動送り装置≪池谷製作所≫2-3-34~35

オートロ―ダー・・≪近藤製作所≫・2-3-36

自動棒材供給装置.≪アルプスツール≫・2-3-37

オートバー・・・≪アヅマ産業≫・2-3-38

定振幅フィーダー・.≪今村製作所≫・2-3-39

ユニバーサルフオーシングマシン

≪奥野機械製作所≫・2-3一40

ジェットフィーダ.プロジエクショ

ン・・・.・・≪正和溶工≫・2-3-41

3.自動生産装置

3-1鋳造装置

全自動高速高圧造型ライン.≪新東工業≫・3-1-1

定量注湯装置・・..≪大同製鋼≫3-1-2~3

スタックモールディングマシン

≪光洋鋳機≫・3-1-4

熱間鍛造自動プレス≪淀川プレス製作所≫・3-1-5

MAFD型自動造型機・・≪東久≫・3-1-6



3-2工作機械

NC工作機械

NC付立タレット旋盤NCT

≪オーエム製作所≫・3-2-1

VF-NCS形・HF-NCSF形数値制御

フライス盤・・・・≪遠州製作≫・3-2-2

マシニングセンタミルウォーキマチ

ックED

≪カーネイアンドトレッカー東芝機械≫・3-2-3

カミツ数値制御ボール盤1280型

≪神津製作所≫・3-2-4

MS-15ITマシニングセンタ≪倉敷機械≫・3-2-5

TM-2H-NC-ATH形マシニングセン

タSHINEMATIC≪新日本工機≫・3-2-6

TE-NH・TAL-NHNC旋盤

≪滝沢造機≫≪滝沢鉄工所≫・3-2-7

NC立旋盤・・・・●.●・3-2-8

NC横中ぐり盤●●●●.●・3-2-｀9

≪東芝機械≫3-2-8~9

ニイガタタレット形マシニングセン

タ・・・・・≪新潟鉄工所≫3-2-10~11

数値制御工作機械.数値制御装置

≪豊橋工倶西島織工所≫・3-2-12

NC付き門形プラノミラー≪富士製作所≫・3-2-13

数値制御多軸ボール盤゛

≪不二精機製造所≫・3-2-14

数値制御ラム型立フライス盤KGNCC

-70●.●●●●●・3-2-15

数値制御自動倣い立フライス盤DA

UNCC-105型・・・.・・・3-2-16

自動工具交換装置付マシニングセンター・・3-2-17

≪牧野フライス製作所≫3-2-15~17

松浦機械の自動フライス盤

≪松浦機械製作所≫・3-2-18

ヤマスイパイプベンダー

≪山本水圧工業所≫・3-2-19

高精度マシニングセンタJIDIC-H5B

形●●●●●●●●●・3-2-20

NC付光学式ジグ中ぐり盤6BN型・3-2-21

≪三井精機工業≫3-2-20~21

他の工作機械

IFB-V7G型ペット型立フライス盤

≪池田工機≫・3-2-22

万能プロコファイルコピーイングマシ

ン≪伊藤忠工作機械販売≫≪川崎精工≫・3-2-23

プログラムコントロール方式のPD形

卓上自動盤・・・≪江黒鉄工所≫・3-2-24

チェザー方式オクラパイプ切断ネジ切

機・・・・・≪オクラ販売≫・3-2-25

ハイデックスニ軸油圧自動割出し装置

≪大久保歯車工業≫3-2-26~27

金田のオートローダ付サイクリック倣

旋盤シリーズ・・・≪金田工業≫・3-2-28

LHH形2軸単能旋盤

≪神崎高級工機製作所≫・3-2-29

01LMATIC形自動油温調整機

≪関東精機≫・3-2-30

TS-Ⅱ型ツールプリセッチングマシン

≪共立精機≫・3-2-31

空圧式FullAutomaticAssembly

Machines油圧式RotaryIndex

Machines・・≪三信特機製作所≫・3-2-32

研磨ロボット回転研磨治具SRG-100

≪四国研磨機工≫・3-2-33

強力重切削巽自動盤.≪新橋自動機≫.3-2-34

SEKISEI油圧単能機・.≪関口精機≫・3-2-35

TAMIC-300型全自動丸鋸切断機

≪石油ガスエ業≫・3-2-36

携帯万能切断機マーキュリーマーク100

≪ダイセン電機≫・3-2-37



ガーター型ラジアルボール盤

≪大同機械製作所≫3-2-38~39

高島式高速度自動直線切断機

≪高島高速度直線機製作所≫・3-2-40

形鋼高速切断機FSシリーズ.FSD-

750型・・・・・≪中京工機≫・3-2-41

高速油圧プレス・.・≪東和精機≫・3-2-42

A.P.S.(自動停止報知装置)ナカシン万

能研削ユニット・≪中進電機製作所≫・3-2-43

穴明専用機エアメイション自動オート

サイクルボール盤≪並木機械製作所≫・3-2-44

アトラ(携帯式磁気ボール盤)≪日東工器≫・3-2-45

全自動スパイラルストレート工具フラ

イス盤・スパイラル自動割出し台

≪フライス研究所≫・3-2-46

バイスナー方式深穴明け専用機FHH

-3型・・,・・≪藤バイスナー≫・3-2-47

6カウンティング・プログラムコント

ロール装置付HT-NP型強力単能

機・・・..≪堀部鍼工所≫・3-2-48

センターレスグラインダ≪ミクロン精機≫・3-2-49

拘束剪断機・・.・≪宮本工業≫・3-2-50

YZ-8型複合工作機・・≪山崎技研≫・3ー2一-51

4軸等分割調芯ユニット

≪八千代工業研究所≫3-2-52~53

1Oサイクル全自動単能機YS-820-Ⅱ

≪横田精工≫・3-2-54

3-3溶接機

スポット溶接機

≪電元社製作所≫≪丸紅飯田≫・3-3-1

炭酸ガスアーク溶接機ダイナオートシ

リース.小型回転治具ダイナターン・.3-2-2

アルゴンアーク溶接機アルゴンシリー

ズ....3-3-3

ミグ半自動溶接機パルスオート400・.・3-3-4

≪大阪変圧器≫2-3-2~4

日昭の抵抗溶接機・≪日昭電機製作所≫・3-3-5

コンデンサ型スポット溶接機

≪オリジン電気≫3-3-6~7

全自動金網マルチブル溶接機・.・・3-3-8

半自動式金網マルチブル溶接機・・・3-3-9

≪山陽電機≫3-3ー8~9

スカートウェルダー・・≪デンヨー≫・3-3-10

ステンレス流し台溶接用Wアイアンマ

ン付シーム溶接機≪三葉製作所≫・3-3-11

西ドイッリンデ社プラズマ溶接機

≪独逸機械貿易≫・3-3-12

K25型自動倣溶接装置・オートローデ

ィンク装置・・・≪共和電機工業≫・3-3-13

3-4塗装機および装置

岩田中形コンプレッサー・・.・3-4-1

岩田小形コンプレッサー・・・・・3・-4-3

岩田の自動塗装々置・・・・・・3-4-5

岩田の電着塗装設備・・.・・.'3-4-7

岩田の粉体静電塗装機・・・・・.3-4-8

≪岩田塗装機工業≫3-4-1~8

エアレススブレイ・・≪旭大隈産業≫.3-4-9

オフナーP.R.A.粉体塗料回収装置

≪大平洋金属≫3-4-10~11

ノードソンホットエアレス塗装機・・・3-4-12

ノードソンホットメルト融着機・・・・3-4-13

≪ノードソンファーイーストINC.≫3-4-12~13

エレクトロニパウダー・≪マトコエ業≫3-4-14~15

レシプロケータ静電塗装装置静電選

鉱機・・・・≪ナカヤ販売≫・3-4-16



3-5検査・探傷・選別装置

検査

ULVAC自動リーグテスト装置

≪日本真空技術≫・3-5-1

オートマチックICテストシステム・・.3-5-2

UIC-4010E型ICデスク.DIC-3020

B型ICデスク・・・・・・・3-5-3

≪安藤電気≫3-5-2~3

エアーソークテスタLSシリーズ

≪エイモス.パワー≫≪コスモ計器≫・3-5-4

磁気遠隔式張力計ホーガおよび磁力計

≪勧業電気機器≫・3-5-5

交流耐圧試験器.・・≪東京精電≫・3-5-6

投影装置付自動ブリネル硬さ試験機

≪菅井計機製作所≫・3-5-7

ムサシの検査試験器

≪ムサシ電機計器製作所≫・3-5-8

混入金属検出除去機.ピンホール自動

選別装置・・・・≪電測工業≫.3-5-9

探傷

全自動磁気探傷機・・≪日本電磁測器≫・3-5-10

超音波探傷器・・・≪帝国通信工業≫・3-5-11

ツール破損検出装置・・≪ブリヂ

ストンインペリアルイーストマン≫・3-5-12

全自動式CD-1000型探傷システム・

FD-400ABRエディオマチック

レーダー・・・≪原電子測器≫・3-5-13

螢光磁粉探傷装置・.≪特殊塗料≫3-5-14~15

コンベア式磁気探傷装置・自動磁力選

別装置・・・・≪電子磁気工業≫・3-5-16

非破壊検査機材・・・≪栄進化学≫・3-5-17

選別装置｀

日立密封容器X線自動高速選別装置

≪日立レントゲン≫・3-5-18

ハイスピードオート・チェッカー

≪祐立工業≫.3-5-19

自動重量選別機・・・≪安立電気≫.3-5-20

SBM形除鉄ベルト付磁気セパレータ

≪アイム電気工業≫・3-5-21

3-6包装機械

アイカ式ダンボール外装機械

≪アイカエ業≫・3-6-1

全自動場詰打栓機・・・・・・.3-6-2

全自動洗場機・●●●●●・●3-6-3

≪青谷機械製造≫3-6-2~3

全自動ラベル貼付機(印字装置付)ステ

ィツクG-7・.・・≪いわき≫・3-6-4

ISK省力化システム・・≪伊東紙業≫・3-6-5

ウェツのタイングマシン・≪羽越機工≫・3-6-6

自動小箱詰機・立型箱詰機.ワンマン

箱詰機●.●●●●●・3-6-7

自動集積収縮包装機・バレツトシュリ

ンクトンネル・・●・・●・3-6-8

自動集積上包機.外装機・.・・・3-6-9

≪オーエム製作所≫3-6-7~9

コルゲートマシン・・≪内田製作所≫3-6-1O~11

高速収縮自動包装機OKKPニューラッ

パー●●.●●●●.●3-6-12

全自動収縮包装機オートマチックスリ

ーブラッパー1292型・・・・.・3-6-13

大型収縮トンネルOKKP-LTE-2000・・・3-6-14

≪大森機械工業≫3-6-12~14

全自動3機頭式紙管製造機.貼合機

≪岡崎機械工業≫・3-6-15

自動包装機.製袋充填機≪川島製作所≫3-6-16~17

KANTO自動結束機.≪関東金属工業≫・3-6-18

ダンボール自動捺印機PCコーダー

≪紀州技研工業≫・3-6-19

全自動ビニタイツイスト包装機・タイ



マチックマーク15●●●●.●3-6-20

印字ができる袋詰め包装機リアンタ

オートクリッパ―.●●・・・3-6-21

≪共和護謨工業≫3-6-20~21

復式高速錠剤機(自動秤量装置付)

≪菊水製作所≫・3-6-22

四方シール自動シュリンク包装機AP-3

≪協和電気≫・3-6-23

自動計量・製袋.充填を全自動で行う

世界初のロボット高速自動定量包

装機・・・・≪久保田鉄工≫・3-6-24

5ガロン缶全自動計量充填装置

≪五宝工業≫・3-6-25

LA-300型自動包装機.LA-600型収縮

包装機

≪小見山技研オートメーション製作所≫・3-6-26

充填包装の合理化にKOTO自動機器

≪江東衡器製作所≫・3-6-27

BESTOP結束機・・.≪鋼板工業≫・3-6・-28

フェニックスオートステープラル

(段ボールケース自動封絨機)

≪昭和貿易≫・3-6-29

TB型自動場洗機・GFG型自動場詰

打栓機●..●●●●..3-6-30

SBL950型自動ラベラー・UPT100型

パレタイザー.3-6-31

≪渋谷工業≫3-6-30~31

封絨作業の合理化にセキスイカートン

シーラー・・.≪積水化学工業≫・3-6-32

ファースト自動結束機.・≪東一≫・3-6-33

ナイロンジャーハッカー

≪東衡自働機械製造所≫・3-6-34

P.P.ポリエチレン完全包装機

≪東京包装機販売≫・3-6-35

U-6自動包装機・・・・.・・3-6-36

FA-B上包機●●●●●●●●3-6-37

≪東京自働機械製作所≫3-6-36~37

高速粉末ビン詰機・・.・・・・3-6-38

電子制御装置蔵粉末定量自動充填機・・3-6-39

≪東洋機械製作所≫3-6-38~39

内外の自動封函機シールマチックシス

テム自動梱包機バンダマチック

≪バンダマチック≫≪内外製鋼所≫3-6-40~41

トーヨーストレートパッカー

≪東洋精米機製作所≫・3-6-42

ニューロング3CL型自動包装機

≪ニューロング≫・3-6-43

自動収縮包装機フォリオマット

≪日本コンベヤ≫.3-6-44

バム式ラベル印刷機シニア.ラベル自

動貼機MLS

≪日本ポスタルフランカー≫.3-6-45

自動開袋機・.≪日本開袋機工業≫・3-6-46

全自動軽量カップ印刷機

≪日本曲面印刷機≫.3-6-47

長尺物全自動収縮包装機B-2型

≪日本産業機械≫・3-6-48

ライト自動紐掛結束機・ライト自動バ

ンド梱包機・・・≪日本包装機械≫・3-6-49

ニットー自動カンシーラー封缶用ニ

トマチック・・・≪日東電気工業≫・3・-6-50

収縮包装機シュリンクハッカーGHR-

120型・・・・≪林田機械工業≫・3-6-51

ビジョンパック自動包装機・自動シー

ル機・≪ビジョン自動機械研究所≫・3-6-52

富士フーバーの新鋭機P70ヒートシ

ーラー・・・≪富士フーバー製造≫・3-6-53

FSK段ボール箱自動封函機≪不二紙工≫3-6-54~55

富士インパルス・・≪富士製作所≫.3-6-56

カプセルー錠剤ストリップ包装機.粉

末自動充填包装機・≪目黒薬品機械≫・3-6-57



TOM自動紐掛機・・≪山田機械工業≫・3-6-58

チコプレス高速自動印字機

≪ユニコンエ機≫・3-6-59

全自動定量充填包装機・≪横浜自働機≫・3-6-60

AUTOMATICBOXMAKINGMA=-

CHINE自動製函機・≪聯合紙器≫・3-6-61

3-7稼働管理設備

オートテーマ(自動工程管理盤)

≪山崎電機≫.3-7-1

データ集録処理装置・≪東洋通信機≫3-7-2~3

新しい生産情報収集機器≪三睦精密工業≫・3-7-4

RATINGRECORDER・≪綱島工業≫・3-7-5

ニデカタイムレコーダ<NE7>シリ

ーズ・・・.≪日本事務器≫・3-7-6

タイヘイプログラムベルタイマー

≪太平機器≫・3-7-7

親子式10W高出力インターホン・その

他●●●.●●●●●・3-7-8

完全秘話型電話機.ペイシング装置.・・3-7-9

≪アイホン≫3-7-8~9,

3-8観測機器

メモモーション測定装置・≪樫村≫・3一8-1

デジタルカウンタ.デジタル電圧計.

直流電子機器・≪タケダ理研工業≫3-8-2~3

自動交流電圧計M-175

≪エヌエフ回路設計ブロック≫・3-8-4

動歪解析装置・・.≪日本電子科学≫・3-8-5

光学測微読取装置・・・≪三工物産≫・3-8-6

3-9その他の自動機械および装置

洗浄機

部品洗浄装置.・・≪和泉製作所≫・3-9-1

ブラザーソニック超音波洗浄機

≪ブラザー工業≫・3-9-2

自動洗浄機・.・・≪鬼頭工業≫・3-9-3

ダイナクリーナ・.≪大阪変圧器≫.3-9-4

超音波自動洗浄装置・≪島田理化工業≫・3-9-5

高温高圧洗浄機スチームクリーナー

≪太陽製作所≫・3-9-6

東邦完全自動洗浄装置・≪東邦機械工業≫・3-9-7

自動洗浄装置・・・≪福井機械工業≫.3-9-8

ShuFlow形連続ワッシャー

≪北陸化工機≫・3-9-9

清掃機

オカムラスイック・.≪岡村製作所≫・3-9-10

エース静電掃除機・・≪日本エース≫・3-9-11

アトミック.セントラルバキュ―マー

≪日本精密工業≫・3-9-12

日本ウェイン・スイーパ≪日本ウェイン≫・3-9-13

テナントスイーパー・≪富士テナント≫,3-9-14

組立機.蒸着装置・自動設計・製図

SANYOCARGILLSYSTEM

≪三菱商事≫≪三洋機工≫・3-9-15

オーノリレトラック型自動組立機

≪三協精機製作所≫・3-9-16

ロータリーインデックスマシン自動

組立機・トランスファーマシン

≪豊橋工倶西島傭工所≫・.3-9-17

自動組立機・・・・≪東芝精機≫・3-9-18

レンズ自動蒸着装置・≪真空器械工業≫・3-9-19

ボーダイン直線型高速自動組立機

≪兼松江商≫・3-9-20

NOMURA・BODING高速自動2次加工

組立機≪野村精機製作所≫≪兼松江商≫・3-9-21

ADE自動設計システム・・・・・3-9-22

三次元精密座標測定・・・・・・3-9-23

≪コーン

ズ・アンド・カンパニー.リミテッド≫3-9-22~23



VI-550蒸着装置・・≪日電ノリアン≫・3-9-24

カルコンプX-Yプロッタ

≪吉沢ビジネス・マシンズ≫'・3-9-25

乾燥機

旋回型流動層乾燥機・≪大川原製作所≫・3-9-26

攬拌型連続乾燥機・・≪久保工業所≫.3-&-27

熱風乾燥機・・≪ホーオン熱機工業≫3-一9-28~31

全自動高圧熱円発生機ハイドラーPA

≪日本省力機製作所≫・3-9-32

噴霧乾燥装置・流動乾燥装置

≪半田銭工所≫・3-9-33

クボタの各種自動機器・≪久保田鉄工≫・3-9-34

その他

サンポーV型マイクロプラスター

≪サンポー≫・3-9-35

ロール粉砕機・ロータリーシフター

≪西村機械製作所≫・3-9-36

ECMB200電解バリ取り機

≪ジャパックス≫・3-9-37

オートソルダー自動半田付装置≪弘輝≫・3-9-38

自動半田付装置・・・≪伯東≫・3-9-39

全自動メッキ装置・≪大日本機械工業≫・3-9-40

自動射出成形機・立型射出成型機

≪山城精機製作所≫-3-9-41

尾上式廃材処理機・.・≪尾上機械≫・3-9-42

繊維原料工程の省力化プラント

≪太平設備機械≫・3-9-43

半自動配線機・・・・≪山洋電気≫-3-9-44

スプリング式自動電線巻取機

≪日研制御機器≫・3-9-45

ロックタイト自動塗布装置

≪日本シーラント≫・3-9-46

ローラーコーターR-500型≪ホープ精機≫・3-9-47

ユニークな防振台・・≪シンセツエ業≫3-9-48~49

ジェットタガネ・・・・・・.3-9-50

ペルトン(携帯式小型ベルトザンダー)

フリーザンダーC超小型軽量空気研

磨機)・・・・・≪日東工器≫3-9-50~51

全自動遠心ダイヤバレル.スーパー研

磨機無人化FA型・-・・・-3-9-52

無人化ダイヤバレル・全自動振動研磨

機●●.●●●●●●●3-9-53

≪ダイヤ工業≫;3-9-52~53

水中ポンプ・・・≪冨士川機械≫・3-9-54

TKロールガイダー・≪東洋機械通商≫・3-9-55

SPARKLER全自動炉過機

≪日本染色機械≫・3-9-56

結露防止機構付電子恒温槽≪熱電子工業≫・3-9-57
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